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　市営バスの料金は、下の地図のように区域制料金となります。同一区域内であれば

○T の区域を除いて１００円で利用でき、区域をまたがるごとに１００円が加算されます。

　また、運行日が変更となりますのでご注意ください。

■問い合わせ先

　生活環境課　　 （��６１２２）
　大佐支局総務課（��２１１１）
　神郷支局総務課（��６１１１）
　哲多支局総務課（��２１１１）
　哲西支局総務課（��２１１１）

が変わります。�が変わります。�料金・運行日�料金・運行日�
市営バス�の�１０月１

日�
か
ら�

●路線・区域図
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盆休み年末年始運休土曜日支　　局
運行１２/２９～１/３運休大佐
８/１３～８/１５１２/３１～１/３運行神郷
運行１２/３１～１/３運行哲多
８/１３～８/１５１２/２９～１/３運行哲西

《現行》 《変更後》
盆休み運休年末年始運休土曜日支　　局

８/１３～８/１５１２/２９～１/３

運休大佐
運行神郷
運行宮河内線

哲多
運休荻尾線・新砥線
運休哲西

�

４区域を跨る場合３区域を跨る場合２区域を跨る場合区域（１００円）路線名

３００円
２００円

大井野○Ａ 
大井野線

２００円
上刑部○Ｂ 
小阪部・永富・小南○Ｃ 

３００円
２００円

田治部（神場・湯井バス停を含む）○Ｄ 
布瀬線

２００円
布瀬○Ｅ 
小阪部・永富・小南○Ｃ 

２００円
田治部（奥谷・大畑バス停を含む）○Ｄ 

田治部線
小阪部・永富・小南○Ｃ 
小阪部・永富・小南○Ｃ 幼児教育センター線
小阪部・永富・小南○Ｃ 大佐海洋センター線

２００円
高瀬（上和忠～本村下を含む）○Ｇ 

木谷線
油野・足立○Ｈ 

２００円
千屋・釜村○Ｆ 

田口線
油野・足立○Ｈ 

２００円
油野・足立○Ｈ 

三室線
下神代○Ｉ 
下神代○Ｉ 坂根線

２００円
本郷○Ｍ 

宮河内線 宮河内・大野○Ｎ 
【表２】本郷から新見駅○Ｔ 

４００円
３００円

２００円
畑木・大野部○Ｋ 

新砥線
３００円

２００円
田淵○Ｏ 

２００円
蚊家○Ｐ 
矢戸○Ｑ 

３００円
２００円

矢戸○Ｑ 
荻尾線

２００円
荻尾○Ｒ 
井倉・法曽○Ｓ 

２００円
矢田○Ｊ 

下野部野原線
畑木・八鳥・大野部○Ｋ 

３００円
２００円

上神代・矢田○Ｊ 
下夕組東城線

２００円
畑木・大竹○Ｋ 
東城○Ｌ 

新見駅

１６０
渡　辺
病院前

１６０１６０
新　見
高校前

１６０１６０１６０
市　役
所　前

２４０１８０１６０１６０
エスエ
スセン
ター前

２６０２１０１９０１６０１６０正田橋

３００２５０２３０２００１６０１６０
河　本
ダム前

３４０２９０２７０２４０１８０１６０１６０
宮河内
大　野

４３０３７０３５０３２０２６０２４０２００２００本　郷

※路線を乗り継いで利用する場合、乗り継ぎの際に発生する初乗り料金は徴収しません。

【表２】宮河内線○Ｔ 区域（本郷～新見駅）の料金

　合併前から継続して運行している新見支局

管内のふれあい送迎バス、哲多支局管内の診

療福祉バス、哲西支局管内の診療所行きバス

は、１０月１日から「新見市ふれあい送迎事業」

に統一して運行します。

　これに伴い、利用料金が片道のみ利用の場

合は２００円、往復で利用の場合は３００円に統一

されます。

■問い合わせ先

　高齢者支援課長寿社会係（��６１２５）

　哲多支局市民福祉課市民福祉係

　（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課市民福祉係

　（��２１１２）

利用料金が統一されます。
１０ 月

 １日 
か ら

新見市ふれあい送迎事業

（単位：円）

●運行日の変更

●料金の変更
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秩秩秩秩序序序序ああああるるるる秩序ある
都都都都市市市市づづづづくくくくりりりりをををを推推推推進進進進都市 づく り を推進

用
途
地
域
と
は

　

用
途
地
域
と
は
、
秩
序
あ
る
都

市
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
建
築
物
を
建
て
る
場
合
に
お

い
て
、
お
互
い
に
守
る
べ
き
最
低

限
の
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
地
域

の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
石
蟹
か
ら
上

市
ま
で
の
約
４
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
地
域
指
定
さ
れ
て
お
り
、
建
築

物
の
用
途
な
ど
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。

用
途
を
見
直
す
地
域

　

石
蟹
地
区
の
伯
備
線
よ
り
東
側

を
中
心
と
し
て
工
業
用
途
指
定
を

し
て
い
る
約　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
内
、

２３

大
本
八
幡
神
社
参
道
以
南
の
約　
１１

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

見
直
す
内
容

　

昭
和　

年
８
月
１
日
以
来
、
工

５０

業
地
域
に
指
定
し
て
い
た
も
の
を
、

準
工
業
地
域
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。

　市では、石蟹地区の伯備線より東側に位置する地域について、これまで

建設できなかった学校等の建設を可能にし、周辺との調和がとれたまちづ

くりを可能とするため、用途変更作業を進めてきました。

　このほど、その変更案がまとまりましたので、その概要についてお知ら

せします。

石蟹地区用途地域の変更
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見
直
す
こ
と
に
よ
る
影
響

　

今
回
の
変
更
で
は
、
主
と
し
て

工
業
の
利
便
性
の
増
進
を
図
る
地

域
が
、
軽
工
業
の
工
場
や
沿
道
サ

ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
図
る
地
域
に

変
わ
る
こ
と
で
、
土
地
の
利
用
者

の
権
利
に
次
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

●
学
校
、
病
院
、
ホ
テ
ル
等
の
建

設
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
危
険
性
、
環
境
悪
化
が
大
き
い

工
場
は
、
建
設
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

公
告
お
よ
び
縦
覧

　

今
回
の
石
蟹
地
区
の
用
途
地
域

変
更
に
つ
い
て
、
８
月
２
日
�
に

公
告
し
、
８
月　

日
�
ま
で
都
市

１６

整
備
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
し
ま

す
。
こ
の
期
間
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
や
利
害
の
関
係
す
る
人
が
、

市
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

■
縦
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
都
計
・
住
宅
係

 
（
�
�
６
１
１
８
）

準工業地域�

準工業地域�

準工業地域�

工業地域�

工業地域�

第一種住居地域�

石蟹東南地区（１１ヘクタール）�
工業地域　　準工業地域�

新見市石蟹地区
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全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た

ち
が
学
ぶ
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
感

じ
る
こ
と
で
、
学
び
の
輪
を
広
げ

て
い
く
全
国
規
模
の
参
加
・
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

期
間
中
、
学
び
の
輪
を
広
げ
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
県
内
の
全
市
町
村
が
そ
れ

ぞ
れ
独
自
に
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
見
市
で
は
、　

月
３
日
�
と

１１

４
日
�
の
両
日
、
ま
な
び
広
場
に

い
み
、
備
北
青
年
の
家
を
主
会
場

と
し
て
「
ま
な
び
ピ
ア
岡
山
２
０

０
７　

に
い
み
」
を
開
催
し
ま
す
。

in

運
営
ボ
ラ
ン
テ 
ィ 
ア
を
募
集

　

実
行
委
員
会
で
は
、
期
間
中
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
募
集
締
切　

８
月　

日
�

３１

■
募
集
対
象　

中
学
生
以
上
の
人

※
中
・
高
校
生
の
人
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

■
活
動
日
・
期
間

　
　

月
３
日
�
・
４
日
�

１１
※
１
日
だ
け
の
参
加
で
も
結
構
で

す
。
活
動
前
に
事
前
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
活
動
場
所

・
ま
な
び
広
場
に
い
み

・
岡
山
県
備
北
青
年
の
家

■
活
動
内
容

　

総
合
案
内
、
会
場
整
理
・
誘
導
、

来
場
者
カ
ウ
ン
ト
、
環
境
美
化
、

ス
テ
ー
ジ
運
営
補
助
、
駐
車
場

整
理
、
記
録
係

■
募
集
人
員　
　

人
５０

■
報
償
お
よ
び
交
通
費

・
事
前
説
明
会
、
活
動
を
含
め
報

償
は
無
償
と
し
、
交
通
費
は
自

己
負
担

・
昼
食
を
支
給

・
活
動
の
際
の
服
飾
を
支
給

■
保
険

　

事
前
説
明
会
お
よ
び
活
動
に
つ

い
て
、
実
行
委
員
会
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入

■
申
込
方
法

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
受
付
で
、

「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
か
、
電
話
（
�
�
６
１
４
７
）

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

「
申
込
書
」
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
説
明
会

　

申
込
期
間
終
了
後
、
申
込
者
を

対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容
・

運
営
体
制
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・

注
意
事
項
等
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１ 
新
見
市

新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
内

　

第　

回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

１９
テ
ィ
バ
ル　

新
見
実
行
委
員
会

in

事
務
局

　

（
�
�
６
１
４
７
・
F
A
X
�

６
１
２
０
）

朝日新聞編集委員・テレビ朝日
「報道ステーション」コメンテーター

 加  藤   千  洋 氏
か とう ち ひろ

　まなびピア岡山２００７inにいみ

の開催を記念して講演会を開催

します。

　講師は、朝日新聞編集委員・

テレビ朝日「報道ステーション」

コメンテーターの加藤千洋氏で、

中国の現状と日本の関わりにつ

いて、多角的に分かりやすくお

話しいただきます。

　公演時間等の詳細については、

決定後にお知らせしますのでご

期待ください。

「まなびピア岡山２００７ in にいみ」

記念講演会

　全国生涯学習フェスティバル（まなびピア岡山２００７）が、今年１１月に

岡山県内各地で開催されます。新見市では様々な催しやイベントなどを

実施します。まなびの祭典にご家族おそろいでご参加ください。

１１月３日� まなび広場にいみ大ホールで開催
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 っ て ど ん なも の？
　今回は、ラストワンマイル事業で整備し
た光ファイバを利用するサービスのうち、
「ケーブルテレビ」について紹介します。

ラストワン マ イ ル事業

　など、市内の様々な情報を放送します。

②ケーブルテレビの主役はみなさんです！

　市内の身近な話題を毎日ご覧いただけます。知り

合いやあなた自身が出演する機会があります。

③鮮明なテレビ画面

　アンテナ不要で電波障害もなく、きれいな映像を

お楽しみいただけます。

④豊富なテレビ番組

　基本サービスは月額１， ６８０円。合

計２６チャンネルがご家庭の全ての

テレビでご覧いただけます。

⑤災害等による障害や修繕は、ケー

ブルテレビ事業者が対応します。

①地域に密着した自主放送番組をご覧いただけます。

　自主放送とは、ケーブルテレビ事業者が独自に取

材を行って番組を制作したり、市からの行政情報

をテレビの画面を通じて市民のみなさんにお知ら

せしたりするものです。

　たとえば・・・

　●地域のニュース

　●小・中学生向けの教育番組

　●市議会の中継や選挙速報

　●イベントや学校行事などの出来事

　●防災情報・災害情報

　●健康づくりや子育て支援などの番組

　●営農情報や林業振興などの情報

　●戸籍の動き（お悔やみ等）

■問い合わせ先

　情報政策課ラストワンマイル推進係
　（��３１５４）
　大佐支局総務課（��２１１１）
　神郷支局総務課（��６１１１）
　哲多支局総務課（��２１１１）
　哲西支局総務課（��２１１１）

　市では現在、各家庭での機器設置工事を行っています。工事
期間中は業者がご家庭を訪問し、設置場所の確認を行いますが、
その際、ご家族のどなたでも業者へ指示できるよう設置場所を
決めておいてください。みなさんのご協力をお願いします。

　新見市が整備する光ファイバケーブルを利用して放
送を提供するもので、自主放送などの様々な放送をお
楽しみいただくことができます。
　平成２３年７月に現在のアナログ放送はデジタル放送
に切り替わります。デジタル放送に移行後も、市民の
みなさんが安心してテレビをご覧いただけるように、
市ではケーブルテレビによる対応を進めています。

ラス トワンマ イ ル 事業での
ケ ー ブ ル テレビ と は ？

宅内工事についてのお願い

ケケケケケケケケケ ーーーーーーーーー ブブブブブブブブ
ルルルルルルルルテテテテテテテテレレレレレレレ
レビビビビビビビビ

ブ ル テ
レビ

ケーブルテレビケー ブ ルテレビ のの 特長特長
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議会�
レポート�

平成１９年６月定例会

新
見
市
営
バ 
ス
運
行

条
例 
な
ど
を
可
決

　

市
議
会
６
月
定
例
会
が
６
月
８

日
か
ら　

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

２８

ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
平
成　

年
度
補
正
予
算
３
件
、

１９

条
例　

件
、
そ
の
他　

件
、
報
告

２３

１７

１
件
の
計　

件
で
、
い
ず
れ
も
原

４４

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 

補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
８
’８
１
７
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
は
２
４
６
億

２
’４
６
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

○
後
期
高
齢
者
医
療
電
算
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業

…
…
…
２
’３
３
５
万
円

○
地
域
児
童
見
守
り
シ
ス
テ
ム
モ

デ
ル
事
業

…
…
…
８
’８
２
０
万
円

○
森
林
技
術
訓
練
施
設
建
設
費
等

補
助
事
業

…
…
…
３
’０
９
１
万
円

○
新
見
南
中
学
校
建
設
予
定
地
調

査
事
業

…
…
…
１
’０
６
３
万
円

 

条
例
関
係

■
新
見
市
の
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
け
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
校
統
廃
合
に
伴
う
空
き
校
舎

等
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の

有
効
利
用
を
進
め
る
た
め
、
普
通

財
産
の
無
償
お
よ
び
減
額
貸
付
を

公
共
的
な
活
動
を
営
む
学
校
法
人

や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
公
共
的

団
体
に
も
迅
速
に
行
え
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
ふ
れ
あ
い
送
迎
事
業
自

動
車
運
行
条
例

　

道
路
運
送
法
の
規
定
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
た
新
見
市
地
域
公
共
交

通
会
議
で
の
合
意
事
項
お
よ
び
道

路
運
送
法
改
正
に
則
し
た
福
祉
バ

ス
の
運
行
を
行
う
た
め
、
条
例
が

全
面
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
営
バ
ス
運
行
条
例

　

新
見
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

の
合
意
事
項
に
基
づ
き
、
市
営
バ

ス
の
運
行
体
系
、
運
行
日
、
バ
ス

料
金
に
つ
い
て
規
定
し
た
条
例
が

新
た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

そ
の
他

■
指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
の
公
の
施
設
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
、　

施
設
の
指
定
管
理
者

１０

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

現
委
員
の
任
期
が
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
新
見
市
の
人
権
擁
護

委
員
の
候
補
者
に
、 

三  
村  
幸  
子 
氏
、

み 

む
ら 
さ
ち 

こ

 
三  
輪  
秋  
子 
氏
、 

伊  
田  
豊 
氏
、 

佐 

み 

わ 

あ
き 

こ 

い 

だ 

ゆ
た
か 

さ

 
田  
美  
惠 
氏
、 

土  
屋  
宣 
氏
、 

古  
屋 

だ 

よ
し 

え 

つ
ち 

や 

あ
き
ら 

ふ
る 

や

 
和  
夫 
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

か
ず 

お

て
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　子どもたちは夏休みに入り、地域で過ごすことが多くなりまし
た。これまでも登下校をはじめ、あらゆる場面で市民のみなさん
により“見守り”を行っていただき、子どもたちは安全・
安心な環境の中で過ごすことができました。
　夏休み中も、引き続き「おはよう」「こんにちは」な
ど、子どもたちに対して“声かけ”を行っ
ていただくことにより、明るいあいさつの
あふれた安全・安心で温かな環境づくりに
ご協力をお願いします。
■問い合わせ先

　教育委員会学校教育課（��６１４６）

「夏休み、

市民のみなさ ん の 力をお貸し く ださい！
 子 ど も を見守る地域の 目 」 
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新
見
市
報
道

委
員
会
委
員

【
委
員
長
】

　
 
戸  
田 　
　
 
博 
（
上
熊
谷
）

と 

だ 

ひ
ろ
し

【
副
委
員
長
】

　
 
中  
田 　
 
暘  
子 
（
神
郷
油
野
）

な
か 

だ 

よ
う 

こ

【
委
員
】

　
 
岡  
崎 　
 
洋  
子 
（
哲
西
町
矢
田
）

お
か 
ざ
き 

よ
う 

こ

　
 
小  
川 
け
い
子
（
哲
多
町
田
淵
）

お 

が
わ

　
 
橋  
本 　
 
直  
人 
（
新
見
）

は
し 
も
と 

な
お 

と

　
 
古  
屋 　
 
和  
夫 
（
正
田
）

ふ
る 

や 

か
ず 

お

　
 
宮  
田 　
 
恵  
介 
（
新
見
）

み
や 

た 

け
い 
す
け

　
 
吉  
田 　
 
政  
子 
（
大
佐
田
治
部
）

よ
し 

だ 

ま
さ 

こ

　
 
仲  
田 　
 
康  
豊 
（ 
　
　
　
　

）

な
か 

だ 

や
す 
と
よ

　
 
千  
葉 　
 
哲  
也 
（
企
画
課
長
）

ち 

ば 

て
つ 

や

〈
以
上　

人
、
敬
称
略
〉

１０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
広
報
係

　

（
�
�
６
１
１
４
）

　

広
報
紙
「
市
報
に
い
み
」
の

企
画
お
よ
び
編
集
な
ど
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
た
だ
く
新
見
市
報

道
委
員
会
委
員　

人
が
決
定
し

１０

ま
し
た
。
任
期
は
平
成　

年
６

２１

月　

日
ま
で
で
す
。

３０

市
議
会
総
務

常
任
委
員
長

決 
定

い
て
協
議

第
２
回　

７
月
６
日
開
催

●
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委

員
と
し
て
堂
本
義
春
氏
を
推
薦

●
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

審
議

▼
大
佐
山
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

０
７
を
選
定

●
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い

て
協
議

●
第
１
期
審
議
会
か
ら
の
申
し
送

り
事
項
に
つ
い
て
協
議

神
郷
地
域
審
議
会

第
１
回　

６
月
６
日
開
催

●
会
長
、
副
会
長
を
互
選

▼
会
長　
　

松
田
利
亮 

氏

　

副
会
長　

西
川
照
雄 

氏

●
神
郷
地
域
審
議
会
の
運
営
に
つ

い
て
審
議

●
ふ
る
さ
と
観
光
振
興
事
業
（
観

光
イ
ベ
ン
ト
実
施
委
託
料
）
に

つ
い
て
審
議

● 
新  
市 
補
助
プ
ー
ル
使
用
中
止
に

し 

い
ち

つ
い
て
報
告

第
２
回　

７
月
５
日
開
催

●
新
見
市
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事

地
域
審
議
会

こ
ち
ら

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
審
議
会
で
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

新
見
地
域
審
議
会

第
１
回　

６
月　

日
開
催

２７

●
会
長
、
副
会
長
を
互
選

▼
会
長　
　

藤
井
卓
巳 

氏

　

副
会
長　

小
坂　

正 

氏

　
　
　
　
　

川
添
里
江 

氏

●
新
見
地
域
審
議
会
の
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
審
議

第
２
回　

７
月　

日
開
催

２４

●
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委

員
と
し
て
川
添
里
江
氏
を
推
薦

●
県
道
・
市
道
改
良
、
地
域
づ
く

り
の
拠
点
、学
校
へ
の
進
入
路
・

通
学
路
等
の
安
全
安
心
、
支
局

調
整
交
付
金
、
多
世
代
が
集
え

る
場
づ
く
り
等
に
つ
い
て
審
議

大
佐
地
域
審
議
会

第
１
回　

６
月
４
日
開
催

●
会
長
、
副
会
長
を
互
選

▼
会
長　
　

宮
島
速
男 

氏

　

副
会
長　

大
隅
一
郎 

氏

●
地
域
振
興
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

審
議

●
審
議
会
の
今
後
の
進
め
方
に
つ

業
に
つ
い
て
研
修

●
ふ
る
さ
と
観
光
振
興
事
業
（
観

光
イ
ベ
ン
ト
実
施
委
託
料
）
に

つ
い
て
審
議

▼
三
室
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
祭
り
、
神
郷

ふ
る
さ
と
祭
り
を
選
定

●
平
成　

年
度
神
郷
支
局
管
内
主

１９

要
事
業
に
つ
い
て
審
議

●
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
学

区
内
委
員
か
ら
経
過
報
告

●
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委

員
と
し
て
大
原
亀
義
氏
を
推
薦

哲
多
地
域
審
議
会

第
１
回　

６
月　

日
開
催

２２

●
会
長
、
副
会
長
を
互
選

▼
会
長　
　

西
嶋
正
治 

氏

　

副
会
長　

逸
見
良
治 

氏

●
哲
多
地
域
審
議
会
の
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
審
議

●
哲
多
支
局
ユ
ニ
ー
ク
事
業
調
整

交
付
金
（
支
局
調
整
交
付
金
）

に
つ
い
て

▼
萬
歳
、
花
木
、
本
郷
地
区
ふ
る

さ
と
振
興
協
議
会
の
活
動
に
交

付
決
定
報
告

第
２
回　

７
月　

日
開
催

２４

●
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委

員
と
し
て
長
江
昭
子
氏
を
推
薦

●
地
域
審
議
会
の
今
年
度
の
活
動

計
画
・
要
望
・
提
言
等
に
つ
い

て
意
見
交
換

●
哲
多
支
局
ユ
ニ
ー
ク
事
業
調
整

交
付
金
（
支
局
調
整
交
付
金
）

に
つ
い
て

▼
宮
河
内
、
蚊
家
地
区
ふ
る
さ
と

振
興
協
議
会
の
活
動
に
交
付
決

定
報
告哲

西
地
域
審
議
会

第
１
回　

６
月　

日
開
催

１２

●
会
長
、
副
会
長
を
互
選

▼
会
長　
　

福
田
哲
也 

氏

　

副
会
長　

小
山
鈴
子 

氏

●
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

▼
鯉
が
窪
湿
原
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
公
の
施
設
の
管
理
、
N
P

O
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
意
見

交
換

●
支
局
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
審

議
▼
旨
い
も
ん
市
場
、
哲
西
栗
生
産

組
合
の
活
動
、
健
康
福
祉
ま
つ

り
、
写
真
展
の
申
請
を
認
定

●
新
見
市
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委

員
と
し
て
沖
田
敏
幸
氏
を
推
薦

第
２
回　

７
月
３
日
開
催

●
平
成　

年
度
哲
西
支
局
管
内
主

１９

要
事
業
に
つ
い
て
報
告

●
支
局
調
整
交
付
金
に
つ
い
て

▼
矢
神
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
創
立　
３０

周
年
記
念
事
業
、
２
０
０
７
夏

祭
り　

哲
西
の
申
請
を
報
告

in

●
公
共
施
設
の
利
用
促
進
と
施
設

管
理
、
除
雪
、
路
線
バ
ス
の
小

型
化
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事

業
、
市
道
の
草
刈
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
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相
談
は
電
話
に
よ
り
受
け
付

け
る
こ
と
と
し
、
一
級
建
築
士

の
資
格
を
持
つ
市
職
員
が
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
無
料
で
耐

震
診
断
に
つ
い
て
の
助
言
や
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。
必
要
に

応
じ
て
現
地
に
出
向
き
、
簡
単

な
建
物
調
査
を
行
う
ほ
か
、
く

わ
し
い
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
希
望
に
よ
り
家
具
の
転

倒
を
防
ぐ
ア
ド
バ
イ
ス
や
点
検

も
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
相
談
し
て
も
不
安

が
解
消
さ
れ
な
い
時
に
は
、
住

宅
改
造
に
つ
い
て
の
補
助
制
度

を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
世
帯
等
の
方
に
つ
い
て
は

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
無
料
で
耐
震

診
断
と
補
強
工
事
の
提
案
を
行

い
ま
す
。

　

気
軽
に
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

私
た
ち
の
生
活
の
拠
点
で
あ
る

家
屋
に
つ
い
て
再
点
検
し
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
く
わ
し
く
は
市
役
所

都
市
整
備
課（
�
�
６
１
１
８
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

先
月
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
近
年
、
日

本
列
島
は
多
く
の
地
震
災
害
に

見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
平
成　

年
に
発

12

生
し
た
鳥
取
県
西
部
地
震
で
、

千
屋
地
区
を
中
心
に
多
く
の
家

屋
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

当
時
の
被
災
規
模
は
昭
和
南
海

地
震
以
降
で
は
、
県
内
で
最
大

の
地
震
被
害
で
し
た
。
こ
の
震

災
を
教
訓
に
、
市
で
は
こ
れ
ま

で
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震
対
策

が
特
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、

専
門
家
が
家
屋
の
耐
震
性
を
く

わ
し
く
調
べ
る
耐
震
診
断
の
費

用
を
補
助
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
耐
震
診
断
は
内
容

が
専
門
的
で
あ
る
た
め
に
非
常

に
わ
か
り
づ
ら
い
面
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
利
用
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
大
地
震
の
時
、

我
が
家
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。」

と
い
う
よ
う
な
、
不
安
や
疑
問

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
市

で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
直

接
相
談
を
受
け
る
住
宅
耐
震
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
８
月
か
ら

開
始
し
ま
す
。

電話一本で無料簡易耐震診断サービス

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

学
校
の
役
割

　

新
見
市
内
の
高
等
学
校
で
は
、

各
校
の
特
色
を
生
か
し
、
互
い
に

連
携
を
と
り
な
が
ら
指
導
の
成
果

を
上
げ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

◎
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、
そ

の
子
の
持
つ
長
所
や
個
性
を
見
つ

け
、
本
人
に
「
や
る
気
」
を
起
こ

さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◎
防
犯
教
室
等
を
開
催
し
、
規
範

意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
防
犯
講
話
な

ど
を
利
用
し
て
、
規
範
意
識
の
高

揚
を
促
す
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

◎
学
力
の
向
上
を
目
指
し
、
工
夫

し
た
学
習
の
展
開
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

一
斉
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
や
、
個
別
指

導
・
補
習
な
ど
を
通
し
て
、
で
き

る
だ
け
興
味
を
も
っ
て
学
習
が
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

家
庭
の
役
割

◎
親
子
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
増
や
し
、

何
で
も
話
せ
て
、
い
つ
も
笑
い
が

あ
り
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
「
楽

し
い
家
庭
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
の
飲
酒
・
喫
煙
を
黙
認

す
る
な
ど
、
保
護
者
自
身
の
規
範

意
識
が
欠
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

保
護
者
が
社
会
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
進
ん
で
手
本
を
示
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
い
じ
め
な
ど
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
異
常
が
認
め
ら
れ
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
担
任
か
専
門
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
役
割

◎
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
無
関
心

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
、
地
域
の
人
で
子
ど
も
た
ち

に
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
、
社

会
の
ル
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
少
年
の
健
全
育
成
に
関
心
を
持

ち
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
ま
す
か
？

　

「
地
域
の
子
ど
も
」と
し
て
育
て

る
た
め
、
地
域
の
お
祭
り
な
ど
の

行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
役
割

◎
健
や
か
な
規
律
の
あ
る
生
活
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る
規
範
意

識
を
身
に
付
け
、
や
さ
し
さ
と
思

い
や
り
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
な
親
切
も
忘
れ
ず
「
一
日

一
善
」。

◎
誘
惑
に
負
け
な
い
強
い
意
志
と

我
慢
す
る
心
を
持
っ
て
い
ま
す

か
？

　

い
け
な
い
こ
と
は
「
ダ
メ
」
と

言
え
る
強
い
意
志
と
我
慢
す
る
心

を
養
い
ま
し
ょ
う
。

◎
な
に
か
夢
が
あ
り
ま
す
か
？

　

一
生
懸
命
に
な
れ
る
も
の
を
探

し
、
将
来
の
夢
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
新
見
高
等
学
校
北
高

地
内

・
新
見
市
内
高
等
学
校
生
徒
指
導

　

連
絡
協
議
会

・
新
見
警
察
署
管
内
学
校
警
察
補

導
連
絡
協
議
会
高
校
部
会

　

（
�
�
０
６
４
５
）

健全育成・非行防止は
みんなの願い
次代を担う青少年の健全育成のため、

「わが子、人の子、地域の子」の

共通理解のもと、ご協力をお願いします。
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まちづく り の　 をお聞かせください

　市では、多様化する社会・生活環境に対応し、

活力あるまちづくりを進めるため、市内に在住・

在勤・在学の人から意見・提言・アイデア等を

お聞きし市政運営の参考とするため、市政懇談

会を開催します。最寄りの会場へぜひご参加く

ださい。

■問い合わせ先

　企画課企画広報係（��６１１４）

　大佐支局総務課（��２１１１）

　神郷支局総務課（��６１１１）

　哲多支局総務課（��２１１１）

　哲西支局総務課（��２１１１）

““““““““““““““““““““““““““““““““““““““市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長“市 長 とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリフ リーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククククククククククククククククククククククククク””””””””””””””””””””””””””””””””””””””ク”
アア イイ デデ アア

会　　場開会時間開催期日

足立会館（油野地区を含む）１９：００８月２日（木）

きらめき広場・哲西１９：００８月６日（月）

おおさ総合センター１９：００８月９日（木）

大竹集会所１９：００８月１７日（金）

神郷保健センター１９：００８月２１日（火）

布瀬地域交流ほっとサロン１９：００８月２７日（月）

新砥公民館１９：００８月２８日（火）

哲多総合センター１９：００８月３０日（木）

山村開発センター１９：００９月３日（月）

新郷市民センター１９：００９月５日（水）

※都合により日程等が変更になる場合がありますので
ご了承ください。

受受受受受
講講講講講
生生生生生
を

募募募募募
集集集集集
中中中中中

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
次
の
講
座
を
予
定
し
て
お
り
、
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ 
く 
り
講
座

男女共同参画講座２００７

ステップアップ講座２００７

「ストレス社会を生き抜くために　～話してみよう、聞いてみよう～」
●対象者　市内在住・在勤の人　　●定員　２０人　　●申込期限　８月３１日�
●日程および内容
　前期講座  「心とからだ、リフレッシュしませんか？」  

 受講料会　場内　　容開催日時回

全３回で
１， ０００円 

まなび広場
３階学習室

「男女共同参画社会の実現
　　　　～子どもたちの未来のために～」

９／８（土）
１３：３０～１５：３０

第１回

まなび広場
３階学習室

「心の健康」「リフレッシュ体操」
９／２２（土）
１３：３０～１５：３０

第２回

材料代 
１， ０００円

まなび広場
３階学習室

「アロマでげんき！」
９／２９（土）
１３：３０～１５：３０

第３回

　後期講座  「笑顔でアピール！仲間づくりをしてみませんか？」

 受講料会　場内　　容開催日時回

全３回で
１， ０００円 

まなび広場
３階学習室

「仲間づくりで豊かな人生を」
１１／１０（土）
１３：３０～１５：３０

第１回

まなび広場
３階学習室

「これであなたもコミュニケーション上手」
１１／１７（土）
１３：３０～１５：３０

第２回

新見市保健
福祉セター

「メディア・リテラシー　～情報を読み解く～」
１１／２４（土）
１３：３０～１５：３０

第３回

「カラーコーディネート講座　～色効果を通して見る日常生活～」
●対象者　市内在住・在勤の人　　●定員　２０人　　●申込期限　８月３１日�
●日程および内容 

 受講料会　場内　　容開催日時回

全３回で
１， ０００円 

教材費　
５００円　 

まなび広場
３階学習室「カラーコーディネート講座」

日常生活（衣・食・住）の中にある色の効
果を学び、カラーコーディネートの技術
を取得します。

１０／１３（土）
１３：３０～１５：３０

第１回

新見市保健
福祉セター

１０／２０（土）
１３：３０～１５：３０

第２回

まなび広場
３階学習室

１０／２７（土）
１３：３０～１５：３０

第３回

■申込方法　ハガキまたはＦＡＸで、希望講座名・住所・氏名・連絡先電話番号を記
入の上、お申し込みください。

■そ の 他　※応募者多数の場合は抽選になります。
　　　　　　※託児室がありますのでご利用ください。なお、その場合は事前に申し

込みが必要です。
■申し込み・問い合わせ先　〒７１８－８５０１　新見市新見３１０－３
　　　　　　新見市役所企画課企画広報係   ��６１１４　FAX�６２４３
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公
的
年
金
加
入
記
録
は
、
現
在
、

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
基
礎
年
金

番
号
に
よ
り
一
元
的
に
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
以
前
は
国
民
年
金

や
厚
生
年
金
な
ど
、
各
制
度
ご
と

に
年
金
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
同
じ
制
度
内
で
も

転
職
や
転
居
な
ど
に
よ
り
複
数
の

年
金
記
録
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
社
会
保
険
庁
で
は
、

基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
加
入
履
歴
を
、
年
金
受
給

者
・
被
保
険
者
の
皆
様
に
順
次
送

付
し
て
ご
確
認
い
た
だ
く
ほ
か
、

５
千
万
件
の
記
録
を
徹
底
的
に
チ

ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
対
応
策
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
記
録
に
関
す
る
お

電
話
で
の
ご
相
談
は
、
専
用
の
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
『
ね
ん
き
ん
あ
ん

し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
１
２
０
�
６

５
７
８
３
０
』
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
梁
社
会
保
険
事
務
所

で
は
、
８
月
末
ま
で
の
毎
週
水
曜

日
の　

時
か
ら　

時
ま
で
、
新
見

１０

１６

市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
年
金

記
録
に
つ
い
て
の
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
８
月　

日
�
の
み
、
同
時
刻
に

２２

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

年
金
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

（
�
０
１
２
０
�
６
５
７
８
３
０
）

　

岡
山
社
会
保
険
事
務
局

　

（
�
０
８
６
�
８
０
１
�
２
４
３
１
）

　

高
梁
社
会
保
険
事
務
所

　

（
�
０
８
６
６
�
２
１
�
０
５
７
２
）

年
金
記
録
の 

照
会
代
行
を
行
い
ま
す
。

　

市
役
所
・
各
支
局
窓
口
に
年
金

の
記
録
照
会
の
申
請
書
を
置
き
、

記
入
さ
れ
た
市
民
に
代
わ
り
、
社

会
保
険
事
務
所
に
送
付
し
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
や
厚
生
・
国
民
年

金
番
号
の
わ
か
る
書
類
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
６
１
２
３
）

年
金
記
録
の
確
認
に
つ
い
て

70歳以上の人が医療機関にかかるときに、
窓口で支払う医療費の負担割合は原則１割負担ですが、
一定以上の所得がある人は３割負担です。

 

医
療
保
険
が 

 

変
わ
っ
た
と
き
は 
必
ず
届
出
を

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
（
健
康
保

険
証
）
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速

や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
新
し
い
保
険
証

・
印
鑑

・
新
見
市
国
民
健
康
保
険
者
証

 

交
通
事
故
に 

 

遭 
っ
た
と
き
は 
必
ず
届
出
を

　

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行
為
に

よ
り
怪
我
を
し
た
場
合
で
も
、
届
出
に

よ
り
老
人
保
健
等
の
保
険
証
で
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
、
老
人
保
健
等
の
制
度
に

よ
り
医
療
費
を
一
時
立
て
替
え
、
あ
と

で
加
害
者
に
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
す
ぐ
に
警
察

に
届
け
、
事
故
証
明
書
を
も
ら
う
と
同

時
に
、
国
保
年
金
係
へ
老
人
保
健
等
に

関
す
る
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
保
険
証

・
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証

・
印
鑑

・
事
故
証
明
書

 

８
月
は
自
己
負
担
割
合
の 

 

見
直
し
・
更
新
の
月
で
す

　

老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
人
で
、
自
己
負
担
の
割
合

が
、
変
更
に
な
る
人
に
は
、
７
月
下
旬

に
新
し
い
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
旧
証
に
つ
い
て
は
市
役
所
、
支

局
、
ま
た
は
市
民
セ
ン
タ
ー
に
ご
返
却

く
だ
さ
い
。
な
お
、
自
己
負
担
割
合
に

変
更
が
な
い
人
に
は
通
知
し
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
を

そ
の
ま
ま
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
人
に
は
、
全
員
に
新
し
い
受
給

者
証
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
あ
る
受
給
者
証
の
交
付
年
月
日

が
平
成　

年
８
月
１
日
で
あ
る
こ
と
を

１９

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
旧
証
は
ご
自
身
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

 

入
院
時
の
減
額
制
度
を 

 

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
、
老
人
保

健
医
療
受
給
者
で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
は
、
事
前
の
申
請
に
よ
り
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
入
院
時
の
一

部
負
担
金
お
よ
び
食
事
代
が
減
額
に
な

る
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
認
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、

有
効
期
限
が
７
月　

日
に
な
っ
て
い
ま

３１

す
。
引
き
続
き
８
月
か
ら
減
額
を
希
望

す
る
人
は
、更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
６
１
２
３
）

社
会
保
険
庁　
 
お 
知
ら
せ

国保年金係　　   お 知らせから
の

から
の



13 市報にいみ 第２９号August 2007

前
納
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
定
額
で

月
々
１
万
４
’１
０
０
円（
平
成　
１９

年
度
現
在
）
で
す
。

　

翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を

ま
と
め
て
払
う
と
、
保
険
料
額
が

割
引
き
さ
れ
る
「
前
納
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
毎
月
納
め
る
よ
り
お

得
な
う
え
、
納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。
ま

た
、
さ
ら
に
お
得
な
口
座
振
替
前

納
も
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
高
梁
社
会
保
険

事
務
所
ま
た
は
、
市
民
課
国
保
年

金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

追
納
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理

由
等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ

れ
る
「
申
請
免
除
制
度
」
や
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
な
ど

が
該
当
す
る
「
法
定
免
除
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
層
（　

歳
代
）
の

２０

人
を
対
象
と
し
て
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
や
学
生
を
対
象
と
し
た

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納

付
猶
予
な
ど
を
受
け
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
受
け
取
る
年
金
額
は
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
よ
り

も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
後
に
保
険

１０料
を
納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
将

来
受
け
取
る
年
金
の
増
額
を
ご
希

望
の
場
合
は
、
追
納
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
高
梁
社
会
保
険
事

務
所
ま
た
は
、
市
民
課
国
保
年
金

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
梁
社
会
保
険
事
務
所

　
（
�
０
８
６
６
�
２
１
�
０
５
７
２
）

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
６
１
２
３
）

国国国国国国国
民民民民民民民
年年年年年年年
金金金金金金金

保保保保保保保
険険険険険険険
料料料料料料料

新見市職員募集
　新見市では、次のとおり職員採用候補者試験を実施します。
■試 験 日　９月１６日�
■試験会場　新見市総合福祉センターまたは山村開発センター（消防職体力検査：新見公立短期大学）
■受付期間　８月１日�～２２日�　※当日消印有効
■採用職種、受験資格、人数

予定人数受　　　　験　　　　資　　　　格募集職種

若干名・昭和５２年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、または平成２０年３月末日までに卒
業見込みの人

事　務　職

若干名・昭和４７年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人、または平成２０年３月末日までに
卒業見込みの人

・身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
・活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人

事　務　職
身体に障害
のある人　

若干名・昭和５２年４月２日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、かつ幼稚園教諭および保育士の資格
を有している人、または平成２０年３月末日までに取得見込みの人

幼稚園教諭
(兼事務職)

若干名・昭和５２年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく高等学校以上の学校を卒業した人、または平成２０
年３月末日までに卒業見込みの人

・採用後は新見市に居住ができ、市内全域に通勤が可能な人
・身体強健で、運動機能等に障害がなく、次の条件により消防職員としての適格性を認められる人  
　①身長　男性１６０�以上、女性１５０�以上　②体重　身長に比べ適当であること
　③握力　男性両手とも４０kg以上、女性両手とも２５kg以上　④肺活量　男性３， ５００�以上、女性２， ０００�以上
　⑤視力　矯正視力を含む両眼で０．７以上かつ一眼でそれぞれ０．３以上の視力で、赤色、青色、黄色の色彩の識
別ができること　⑥聴力　正常で言語明瞭であること

・普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者、または取得見込の人
※なお、ヘルニアおよび腰痛の既往症のある人は、消防職務遂行上支障となり、医師の診断を受けて頂きます
ので必ず申し出ること。

消　防　職
(兼事務職)

若干名・昭和２５年４月２日以降に生まれた人で、建築基準適合判定者の資格を有している人（学歴は問わない）建 築 職
建 築 基 準
適合資格者

　※上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
�日本国籍を有しない人
�地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する人
 ・成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）
 ・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの人

　表面に「受験申込書等請求」と朱書きした封筒に、試験区
分がわかる送付文（任意様式）と宛て先を明記して９０円切手
を貼った返信用封筒（長形３号）を必ず同封し、新見市役所
総務課人事係までお送りください。
■申し込み・問い合わせ先
　〒７１８-８５０１　新見市新見３１０番地３
　新見市役所総務課人事係　��６２０４

■受験申込書等の入手方法
①インターネットで出力する場合
　新見市のホームページ(http://www.city.niimi.okayama.jp)
　でダウンロードできます。
②直接取りに行く場合
　新見市総務課人事係および各支局で交付します。
③郵便で請求する場合

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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�７月号で配布した専用用紙
またはハガキに、①提案②
住所③氏名④年齢⑤電話番
号を書いてお送りくださ
い。

�専用用紙は、折りたたむと
封書になります。切手をは
らずにポストに入れてくだ
さい。（来年の３月末まで
使用できます）

�ファックス、電子メールで
も受け付けていますのでご
利用ください。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

合
は
、
匿
名
の
扱
い
も
可
能
で
す
。
そ

の
場
合
は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄

の
「
は
い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
、
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
何
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
便

り
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場

道
徳
教
育
を
充
実
さ
せ
る
最
大

の
ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

児
童
・
生
徒
に
よ
る
い
じ
め
、

自
殺
、
殺
傷
事
件
、
心
な
い
大

人
に
よ
る
児
童
虐
待
、
そ
ん
な

報
道
に
触
れ
る
た
び
に
暗
た
ん

た
る
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

「
家
庭
の
崩
壊
は
社
会
の
崩

壊
に
つ
な
が
る
」
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、「
家
庭
の
果
た
す
べ

き
役
割
」
を
今
こ
そ
し
っ
か
り

見
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
て

く
れ
た
「
教
育
再
生
会
議
・
第

一
次
報
告
」
で
し
た
。

「
早
寝
早
起
き
、
子
ど
も
と
一

緒
に
朝
ご
は
ん
」

　

こ
れ
は
５
月
末
に
報
じ
ら
れ

た
「
教
育
再
生
会
議
・
第
一
次

報
告
」
の
中
の
一
つ
で
す
。

　

私
は
こ
れ
を
読
み
本
当
に
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
三
十
年

来
言
い
続
け
て
き
た
私
の
持
論

だ
か
ら
で
す
。
幼
稚
な
表
現
だ

と
か
、
次
元
が
ひ
く
い
な
ど
と

非
難
す
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う

が
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
基

本
は
、
こ
の
一
行
の
中
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
の
中

に
は
「
家
庭
の
和
」
が
あ
り
、

家
庭
の
和
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち

に
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
重
要
な
条
件
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
き
く
言
え
ば
、

『明るい家庭』

 立  永   次 郎   さん

たち なが じ ろう

［下熊谷・８３歳］

提案 ＆お便りの送り方

〒７１８－８５０１
新見市新見３１０－３
新見市役所企画課
「提案＆お便り」係

�FAX　72－6243
�電子メール
idea@city.niimi.okayama.jp

送 付 先
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南 か ら

★

　The weather is heating up. Are you staying cool? I really 
like tsuyu. It reminds me of my home town, Seattle. Did 
you know that Seattle is famous for rain? Of course, there 
are many differences between Niimi and Seattle. I will be 
returning home to the USA soon and one of the things I 
will miss the most is the great variety of flowers. For 
example, now the ajisai (hydrangea) are in full bloom. 
Everyday I ride through town on my bicycle and enjoy 
their many colors. 
　When I arrived last August, everything about Japan and 
Niimi was new to me. I have met many wonderful people 
and visited some beautiful and historic places around 
Niimi. And I have learned many things. For example, I 
have learned how to use a kotatsu, how to cook tempura 
somen and oden, and how to ride the train anywhere in 
Japan. But the most important thing I have learned is how 
to feel at home in Japan. I owe that to your kindness, 
patience, and generosity. 
　Thank you for welcoming me into your city. I know I 
have not given you as much as I have received and I will 
always be grateful. When I return to the U.S., I will carry 
the memories of my four seasons here. And whenever I 
think of Niimi and all the wonderful people I have met, I 
will smile.  Roslynn　

北

か

ら

第　

通
２９

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

ロ
ズ
リ
ン
・
テ
ル
ビ
ッ
ク

ロ
ズ
リ
ン
・
テ
ル
ビ
ッ
ク 
さ
ん
さ
ん

ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
出
身

大
佐
中
学
校
、
新
見
第
一
中
学
校
に
勤
務

 宮  脇   一 也   さん（５３歳）

みや わき かず や

大阪府豊中市（井倉出身）
株式会社サンディ 常務取締役

セ
ン
タ
ー
探

し
で
す
。
お

陰
様
で
多
く
の
方
々
の
協
力

と
お
客
様
に
恵
ま
れ
、
サ
ン
パ
ー
ク
新

見
も
６
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

新
見
に
帰
る
た
び
に
思
う
の
は
、
山
々
の
緑

と
川
の
水
の
美
し
さ
で
す
。
都
会
で
は
失
わ
れ

た
物
が
新
見
に
は
残
っ
て
い
ま
す
。
羨
ま
し
く

も
あ
り
、
自
慢
で
も
あ
り
ま
す
。

　

法
曽
出
身
の
妻
と
の
大
阪
で
の
生
活
も　

年
２６

を
む
か
え
、
白
髪
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

　

歳
の
時
、
故
郷
に
一
生
を
捧
げ
る
思
い

で
新
見
に
帰
り
、
サ
ン
ス
ト
ア
開
発
�

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
た
に
大
阪
で
事
業
展
開
す
る
話
が
持
ち

上
が
り
、
ま
た
逆
戻
り
で
す
。　

歳
の
時
で
し

２７

た
。

　

店
の
数
が
１
０
０
に
近
付
い
た
頃
、
正
田
で

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
業
す
る
こ
と
に

な
り
、
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
再
び
故
郷
で
仕

事
が
で
き
る
喜
び
と
同
時
に
、
失
敗
は
許
さ
れ

な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
北
は
埼
玉
か
ら
南
は
鹿
児
島
、
ま
た
海
外

ま
で
調
査
に
出
か
け
ま
し
た
。
ほ
ぼ
新
見
と
同

じ
人
口
の
町
で
成
功
し
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

２２

　暑くなってきましたが、みなさんいかがお過ごしで
すか？私は梅雨が大好きです。なぜなら故郷のシアト
ルを思い出すからです。シアトルは雨で有名なんです
が知ってました？もちろん新見とシアトルとでは違い
がたくさんあります。私は間もなくにアメリカに帰る
のですが、アジサイなど、たくさんの種類の花を見られ
なくなるのはとても残念に思います。自転車での通勤
途中には、いつも色とりどりの花を見て楽しんでいま
したから・・・。
　去年の8月に新見に来たときは、何もかもが初めてで
した。素敵な人たちにも大勢会いましたし、美しくて
歴史のある場所もいくつも訪ねました。また、こたつ
の使い方や、天ぷら・そうめん・おでんなどの作り方、電
車の乗り方などたくさん学びました。でも、その学ん
だことの中で一番大切なことは、日本をふる里のよう
に感じることです。みなさんの思いやり、根気強さや
寛大さに感謝しています。
　みなさんの町に迎えていただきありがとうございま
した。十分なお返しはできなかったかも知れませんが、
今は感謝の気持ちでいっぱいです。新見の四季の思い
出を胸にアメリカに帰ります。新見の町やすばらしい
人たちのことを思い出すたびに、笑顔になれると思い
ます。
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600年の伝統
◆日 坂鐘乳穴神社お田植祭

　７月２４日、日 坂鐘乳穴神社（豊永赤

馬）で、市指定重要無形民俗文化財のお

田植祭が行われました。神社の境内にし

め縄を張った神田が作られ、牛に見立て

た獅子頭が田を耕した後、４列に並んだ

１６人の氏子が、苗に見立てた杉の葉を後

ろ向きに投げました。これを向きを変え

て３回繰り返し、最後に神職による豊作

祈願の神事が行われました。この杉の葉

を持ち帰り田畑に立てておくと病虫害に

かからず、豊作が間違いないといわれて

います。

新見市特産のトマトに舌鼓
◆食育キャンプ・畑の宝物み～っけ

　７月２２日、かのさと体験観光協会・備

中県民局・神郷農業公社が主催する「食

育キャンプ・畑の宝物み～っけ」が開催

され、倉敷市などから７家族２７人が参加

しました。参加者はＪＡあしん哲多選果

場を見学した後、神郷高瀬のトマト農家

訪問や夏野菜を使った親子料理教室など

の日程をこなしました。トマト農家で採

れたてを試食した子どもたちは、「スー

パーで売られているのと比べて断然おい

しい。」と話していました。

自分で、みんなで支える、
みんなの健康
◆きらめき健康福祉まつり

　７月７日、きらめき広場・哲西で健康

と福祉をテーマにしたイベント「きらめ

き健康福祉まつり」が開催されました。

血圧・血管年齢測定などの健康チェック

や、消防署職員によるＡＥＤ（自動体外式

除細動器）の使用講習のほか、食育フェ

ア、介護や健康に関する相談などが催さ

れました。また、哲西診療所で成人を対

象に行った“診療所探検隊”ではＣＴな

どの医療機器が紹介され、参加した人た

ちは医師の説明に聞き入っていました。

 ひ　め さかかな ち あな
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介護予防と関係機関の
連携の重要性を話す
◆介護予防研修会

　７月１２日、まなび広場にいみで介護予

防研修会が開催され、市内の介護事業

所、病院などの関係者や市民ら約１００人

が参加しました。講師に川崎医科大学リ

ハビリテーション医学教室の 椿  原  彰  夫 教
つば はら あき お

授を迎え、「介護予防の基礎知識と保健・

医療・福祉の連携」と題して講演が行わ

れました。この中で椿原教授は、高齢者

の筋力低下防止や“地域ぐるみのリハビ

リテーション”における関係機関の連携

の大切さについて話しました。

新砥の宝物
金ボタルを守ろう！
◆新砥小児童が天王八幡神社で清掃活動

　７月２日、金ボタルの発生地として有名な

天王八幡神社（哲多町蚊家）周辺で、地元の

新砥小学校児童４２人が清掃活動を行いまし

た。県内外から訪れる多くの見物客に、気持

ち良く金ボタルを鑑賞してもらおうと、同校

児童が毎年実施しているものです。子どもた

ちは５つの班に分かれ、境内、参道やトイレ

の清掃を行ったほか、「ホタルを捕まえない

で」などと書かれた手作りポスターを貼り、

金ボタルの保護を呼びかけました。

市内の針灸師が慰問
◆桜丘荘でボランティア活動

　６月１７日、新見の養護老人ホーム桜丘荘

で、入所者に対してマッサージや針のボラン

ティア治療が行われました。この日桜丘荘を

訪れたのは市内在住の針灸師の �  田  昭  三 さ
よし だ しょう ぞう

ん、 柳  生  良  雄 さん、 佐  藤  定  夫 さんら３人で、
や ぎゅう よし お さ とう さだ お

年に１回、市内の福祉施設をボランティアで

慰問しており、今回初めて同老人ホームを訪

れました。入所者ははじめに肩やひざなどの

痛い部分を伝え、１人につき約１５分間、マッ

サージなどを受けました。治療を受けたひと

りは「とっても気持ち良かった。肩が楽にな

りました。」と話していました。

てんのうはちまん
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ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 熱中症を予防しましょう

●子宮がん検診（集団検診）
時　　間会　　場曜日月　日

９：３０～１０：３０おおさ総合センター水８月８日
９：３０～１０：３０

おおさ総合センター木８月９日
１３：００～１４：００

●総合検診
時　　間会　　場曜日月　日

８：３０～１０：３０きらめき広場・哲西
水８月１日
木８月２日
金８月３日

９：００～１０：３０唐松市民センター
木８月９日
金８月１０日

９：００～１０：００正田ふれあいセンター
火８月２１日
水８月２２日

９：００～１０：００千屋市民センター
木８月２３日
金８月２４日

９：００～１０：００千 屋 小 学 校火８月２８日

９：００～１０：３０石蟹ふれあいセンター
木８月３０日
金８月３１日

９：００～１０：００足 立 会 館火９月４日

９：００～１０：３０豊永市民センター
水９月５日
木９月６日
金９月７日

※胃・大腸がん検診の受付時間は８：００開始です。
※きらめき広場・哲西での全ての検診（基本、結核・肺がん、胃・
大腸・前立腺がん検診）の受付時間は８:３０～１０:３０です。

※足立会館での全ての検診（基本、結核・肺がん、胃・大腸・前
立腺がん検診）の受付時間は９:００～１０:００です。

※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。 
   

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
の
環
境
下
で
起
こ
る
全

身
の
熱
障
害
の
こ
と
で
す
。

　

通
常
は
徐
々
に
症
状
が
進
行
し
て
い
き
ま
す
が
、

き
わ
め
て
短
時
間
の
う
ち
に
重
症
と
な
る
場
合
も
あ

る
の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

 
熱
中
症
の
症
状

【
熱
疲
労
】　

疲
労
感
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐
き
気
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
大
量
発
汗
に
よ
る
脱
水
症

状
で
す
。

【
熱
け
い
れ
ん
】　

痛
み
を
伴
っ
た
筋
肉
の
け
い
れ
ん

で
、
吐
き
気
や
腹
痛
を
伴
い
ま
す
。

【
熱
射
病
】　

体
温
上
昇
、
意
識
障
害
が
起
こ
り
死
亡

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は

●
体
調
管
理

　

睡
眠
不
足
、
下
痢
、
発
熱
、
疲
労
等
で
体
調
の
悪

い
人
は
、
元
気
な
人
と
比
べ
、
熱
中
症
に
か
か
り
や

す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

●
水
分
補
給

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
、
こ
ま
め
に
水
分
を

補
給
し
ま
し
ょ
う
。
い
つ
も
水
筒
な
ど
を
携
帯
し
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
服
装

　

通
気
性
の
良
い
素
材
で
、
熱
を
吸
収
し
に
く
い
白

系
の
服
を
着
て
、
帽
子
や
日
傘
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

屋
外
で
活
動
す
る
時
は
テ
ン
ト
等
を
用
意
し
、
日

陰
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
ス
ポ
ー
ツ

　

な
る
べ
く
涼
し
い
時
間
帯
に
行
う
よ
う
に
し
、
急

に
激
し
い
運
動
は
せ
ず
、
頻
繁
な
休
憩
や
水
分
補
給

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 
子
ど
も
の
熱
中
症

　

赤
ち
ゃ
ん
は
体
温
調
整
機
能
が
未
熟
な
の
で
、
室

温
や
水
分
摂
取
に
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

外
出
は
午
前
中
や
夕
方
の
涼
し
い
時
間
帯
を
心
が

け
、
必
ず
帽
子
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ベ
ビ
ー
カ
ー

に
乗
せ
る
際
は
、
地
表
か
ら
の
熱
を
受
け
や
す
い
の

で
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
付
近
の
温

度
は
大
人
の
顔
の
位
置
よ
り
、
３
〜
４
度
高
く
、
真

夏
で
外
気
温
が　

度
の
時
に
は　

度
と
か
な
り
高
温

33

37

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
の
中
は
短
時
間
で
温
度
が
上
が
り
ま
す
。

子
供
を
乗
せ
た
ま
ま
の
状
態
で
、
絶
対
に
車
か
ら
離

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

幼
児
は
言
葉
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
親
が
十
分
な
注
意
を
払
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら

　

風
通
し
の
よ
い
日
陰
で
、
衣
服
を
ゆ
る
め
て
休
み

ま
し
ょ
う
。

　

冷
た
い
水
や
冷
や
し
た
タ
オ
ル
等
で
わ
き
の
下
や

足
の
付
け
根
を
冷
や
し
、
水
分
を
補
給
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
�
�
６
１
２
９
）

涼
し
い
場
所
で
の
休
憩
や

十
分
な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
9時から17時までです。

高尾高西町・介護老人保健施設
「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所
　　　　　　　　　（��０３３４）

担当病院

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）

診 療 日：月～金曜日
休 診 日：毎週土曜日、日曜日、祝日、盆（８月１４日～１５日）
診療時間：１９時～２１時
診療科目：内科、小児科

８月５日（日）
新見市　新見中央病院 ��２１１０
庄原市　細川医院 �08477-2-0054
真庭市　近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市　イケヤ医院（内） �0867-42-0122
真庭市　さくもとクリニック（外） �0867-52-4833

８月１２日（日）
新見市　太田病院 ��０２１４
庄原市　東城病院 �08477-2-2150　
真庭市　落合病院（内・外） �0867-52-1133
真庭市　宮島医院（内） �086-44-2403

８月１３日（月）
庄原市　瀬尾医院 �08477-2-0023
真庭市　湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市　河本病院（内・外） �0867-55-2121

８月１４日（火）
庄原市　こぶしの里病院 �08477-2-5255
真庭市　金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市　湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221

８月１５日（水）
新見市　新見中央病院 ��２１１０
庄原市　日伝病院 �08477-2-2180
真庭市　湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市　落合病院（内・外） �0867-52-1133

８月１９日（日）
新見市　渡辺病院 ��２１２３
庄原市　東城病院 �08477-2-2150　
真庭市　河本病院（内・外）  �0867-55-2121
真庭市　遠藤クリニック（外） �0867-66-3002

８月２６日（日）
新見市　長谷川紀念病院 ��３１０５
庄原市　三上クリニック �08477-2-1151
真庭市　湯原温泉病院（内・外） �0867-62-2221
真庭市　前原医院（内） �0867-42-5267
真庭市　牧原医院（外） �0867-52-2469

９月２日（日）
新見市　新見中央病院 ��２１１０
庄原市　こぶしの里病院 �08477-2-5255　
真庭市　金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市　人見医院（内） �0867-44-2133

８月１５日�８月１４日�８月１３日�医療機関名

休診○○太 田 病 院

休日当番午後休診午後休診新見中央病院

休診○○長谷川紀念病院

休診○○渡 辺 病 院

市内病院の診療日

○：通常診療

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１9年４月生１３：００～１３：１５
新見市保健
福祉センター

月８月２０日

●BABYすくぅーる（小児科医師講話、育児・離乳食相談）

対象者　３～４ｹ月の乳児をもつ保護者

内　容　体重測定（希望者）、講話「乳児期に気をつけたい

病気のお話」、離乳食指導（栄養士）、育児相談（小田医師、

保健師）

講　師　岡山大学医学部　　 小  田 　 慈 　教授
お だ めぐみ

●ひよこクラス

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦

内　容　座談会

用意するもの　母子手帳

時　　間会　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００新見市保健福祉センター月８月６日

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年１０月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター

火８月７日

●乳児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１８年１月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター

火８月２１日

●1歳6か月児健康診査

対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１６年１月生１３：００～１３：３０
新見市保健
福祉センター

火８月２８日

●3歳児健康診査

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験がある人に限られます。
※身分が確認できる物をご持参ください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。

●献血
時　　間会　　場曜日月　日

９：３０～１１：００神郷保健センター月８月６日
１０：００～１２：００備中県民局新見支局

木８月９日
１３：３０～１５：３０山村開発センター
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お
忘
れ
な
く
！ 

犬
の
登
録
手
続

　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
る
こ
と
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
登
録
が
ま
だ
の
人
は
、
生
活

環
境
課
、
各
支
局
市
民
福
祉
課
で

登
録
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
登
録
料

　

１
頭　

３
千
円

■
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

犬
の
フ
ン
に
つ
い
て
の
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い

る
人
は
、
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
の

後
始
末
を
き
ち
ん
と
行
い
、
他
人

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
責
任
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
環
境
課
環
境
保
全
係

　

（
�
�
６
１
２
４
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
２
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

和
牛
の
飼
い
方
教
え
ま
す 

入
門
講
座
参
加
者
募
集

　

岡
山
県
畜
産
協
会
と
県
は
、
和

牛
経
営
希
望
者
を
対
象
に
入
門
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

　

講
座
は
９
月
か
ら
来
年
１
月
ま

で
計
４
回
開
催
し
、
和
牛
経
営
の

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
ほ

か
、
飼
育
現
場
で
の
実
践
研
修
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

和
牛
飼
育
に
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
数　
　

人
２０

■
募
集
締
切　

８
月　

日
�

２０

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
中
県
民
局
新
見
支
局
畜
産
班

（
�
�
１
１
７
７
）

　

新
見
市
役
所
農
林
課

　

（
�
�
６
１
３
３
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ 

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
お

１７

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
、

次
の
順
位
に
よ
る
ご
遺
族
お
一
人

に
、
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
支
給
の
対
象
者

①
平
成　

年
４
月
１
日
ま
で
に
弔

１７

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
の
子

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
が
あ
り
、

同
じ
氏
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

④
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤
①
か
ら
④
以
外
の
３
親
等
内
の

親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
人
）

■
支
給
内
容

　

額
面　

万
円
（　

年
償
還
記
名

４０

１０

国
債
）

■
請
求
期
限

　

平
成　

年
３
月　

日

２０

３１

※
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ

り
権
利
が
消
失
し
ま
す
。

■
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

（
�
�
６
１
２
６
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

　

（
�
�
２
１
１
２
）

お
し
ら
せ

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■市県民税２期 
　＜納期限：８月３１日＞
■国民健康保険税２期
　＜納期限：８月３１日＞
■介護保険料２期
　＜納期限：８月３１日＞

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

合併当初のようす

総人口　37， 049人
　　男　17， 661人
　　女　19， 388人
世帯数　12， 614世帯

（平成１７年３月３０日現在）

◆面　積　793.27k㎡
◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36， 118人（－２８人）
　　　男　17， 203人（－７人）
　　　女　18， 915人（－２１人）
　出生…２１人　　転入…４９人
　死亡…３８人　　転出…６０人
　世帯数　１３，０４８世帯（＋3世帯）
　（平成１９年６月末日現在）
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新
見
美
術
館 

子
と
親
の
ス
ケ
ッ
チ
教
室

　

新
見
美
術
館
で
は
、
８
月　

日
１１

�
に「
子
と
親
の
ス
ケ
ッ
チ
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月　

日
�　

９
時
〜　

時

１１

１２

■
場
所　

新
見
美
術
館

■
対
象　

小
学
生
以
下
の
親
子

■
指
導

・
西
山　

洋 
氏
（
洋
画
家
）

・
杉
原
宏
二 
氏
（
元
教
師
）

■
用
意
す
る
も
の

　

画
を
描
く
道
具
、
画
板

※
画
用
紙
は
配
布
し
ま
す
。

■
会
費　

７
０
０
円

※
大
人
の
入
館
料
を
含
み
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
、
８
月　

日
�

１０

ま
で
に
新
見
美
術
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
の

場
合
は
、
参
加
児
童
の
氏
名
、
学

校
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
美
術
館

　

（
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
７
８
５
１
・

電
子
メ
ー
ルa

rt@
e
x
.city
.niim
i.

oka
y
a
m
a
.jp

）

ま
な
び
広
場
に
い
み
主
催 

パ
ソ
コ
ン
講
座
参
加
者
募
集

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
で
は
、パ
ソ
コ
ン
講
座
８
月「
表

計
算
入
門
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
内
容

　

表
計
算
ソ
フ
ト
「
エ
ク
セ
ル
」

を
使
っ
て
の
表
の
作
成
、
編
集
、

簡
単
な
計
算
の
仕
方
（
３
回
連

続
）

■
対
象

　

パ
ソ
コ
ン
で
漢
字
入
力
と
マ
ウ

ス
操
作
が
で
き
る
人

■
日
時

　

８
月　

日
�
、　

日
�
、　

日

２２

２３

２４

�

【
昼
の
部
】　

時
〜　

時

１０

１２

【
夜
の
部
】　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

■
会
場

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

２
階
パ
ソ
コ
ン
室

■
参
加
費　

１
’
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要

■
定
員　
　

人
２０

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
方
法

　

講
座
名
（
表
計
算
入
門
８
月
、

昼
の
部
ま
た
は
夜
の
部
）、郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

ま
な
び
広
場
に
い
み
受
付
に
も

申
込
用
紙
を
置
い
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
締
切　

８
月　

日
�

１５

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
１
８
�
０
０
１
１ 
新
見
市

新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課

　

（
�
�
６
１
４
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６

１
２
０
）

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議
会 

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
受
講
生
募
集

　

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
を
考
え

て
い
る
人
、
仕
事
を
し
て
い
る
が

よ
り
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
い

と
い
う
人
を
対
象
と
し
た
「
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
〜
日
商
Ｐ
Ｃ
文
書
作

成
３
級
取
得
講
座
〜
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、
受

講
を
希
望
す
る
人
は
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

毎
回　
　

時　

分
〜　

時

１８

３０

２１

【
９
月
】

　
　

日
�
、　

日
�
、　

日
�

１３

１９

２１

【　

月
】

１０

　

２
日
�
、
４
日
�
、　

日
�
、

１０

　

日
�
、　

日
�
、　

日
�
、

１２

１６

１８

　

日
�

２３
■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み

　

２
階
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
募
集
人
数　
　

人
２０

※
原
則
と
し
て
申
込
順
で
す
が
、

求
職
中
の
人
を
優
先
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
者

　

パ
ソ
コ
ン
を
仕
事
に
生
か
し
た

い
人
で
、
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス

操
作
が
充
分
に
で
き
る
人

■
申
込
期
限　

８
月　

日
�

３１

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議

会
事
務
局
（
新
見
市
役
所
商
工

観
光
課
内
）

 
（
�
�
６
１
３
７
・http：

//w

w
w
.niim
i-koy
ou.com

/

）

ゴミや 刈り取 っ た 草 を 川や水路に捨てな いで！
　“自分だけならいいだろう”という気持ちで、
ゴミをポイ捨てするのは絶対に止めましょう。
自分が買ったものは責任をもって処分・リサ
イクルすることで、私たちの美しい新見市、
きれいな川、瀬戸内海を守りましょう。

■問い合わせ先
　生活環境課環境保全係（��６１２４）

　市内を流れる河川の中州や岸に、多数のゴ
ミが散乱しています。また、下流域の水路に
ゴミや草が流れ込んでつまり、取り除くのに
大変な労力を要しています。
　河川へのゴミの投棄は下流域の景観を損な
うだけではなく、流れていく間に細かくなり、
それを魚などが飲み込むことにより、川や海
の生物への悪影響が懸念されます。
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教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

学
校
等
臨
時
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

助
教
諭
、
講
師
、
養
護
助
教
諭
、

臨
時
学
校
栄
養
職
員
、
臨
時
事
務

職
員
と
し
て
の
採
用
を
希
望
す
る

人
は
、
履
歴
書
を
新
見
市
教
育
委

員
会
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
教
員

免
許
を
お
持
ち
の
人
は
、
そ
の
旨

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の

各
学
校
や
幼
稚
園
で
講
師
等
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
、
免
許
の
種
類

や
教
科
に
応
じ
て
講
師
等
の
採
用

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

履
歴
書
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
方
法

　

持
参
、
郵
送
ど
ち
ら
も
可

■
履
歴
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１ 
新
見
市

新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課（
�
�
６
１
４
６
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
５

５
０
１
・
電
子
メ
ー
ルg

-ky
oui

kuka
@
city
.niim
i.oka
y
a
m
a
.jp

）

「
新
現
役
・
世
代
塾
」 

参
加
者
を
募
集
中

　

備
中
県
民
局
で
は
、
市
民
団
体

と
の
協
働
に
よ
り
、
参
加
型
講
演

会
「
新
現
役
・
世
代
塾
�
あ
な
た

は
ど
う
輝
く
？
こ
れ
か
ら
の　

万
１０

時
間
�
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
定
年
を
迎
え
る
団
塊

世
代
の
人
た
ち
を
�
新
現
役
・
世

代
�
と
位
置
づ
け
、
定
年
後
の
家

庭
や
地
域
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
参
加
者
と
共
に

考
え
る
も
の
で
す
。

■
日
時

　

９
月
６
日
�

　
　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１６

■
場
所

　

高
梁
市
原
田
北
町
１
２
１
２

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

■
講
師

　

小
野
三
津
子 
氏

（
環
境
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
）

■
参
加
対
象　

一
般
県
民

※
団
塊
世
代
の
社
会
参
加
に
関
心

の
あ
る
人

■
募
集
人
数　
　

人
（
先
着
順
）

３０

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

備
中
県
民
局
協
働
推
進
室

　

（
�
０
８
６
�
４
３
４
�
７
０
０
３
）

新
見
公
立
短
期
大
学 

学
生
を
募
集
中

　

新
見
公
立
短
期
大
学
で
は
、
次

に
よ
り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
定
員
・
取
得
資
格

【
看
護
学
科
】

・
３
年
制　
　

人
６０

・
看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格

【
幼
児
教
育
学
科
】

・
２
年
制　
　

人
５０

・
幼
稚
園
教
諭
２
種
免
許
状
、
保

育
士
登
録
資
格

【
地
域
福
祉
学
科
】

・
２
年
制　
　

人
５０

・
介
護
福
祉
士
登
録
資
格
、
社
会

福
祉
主
事
任
用
資
格

【
地
域
看
護
学
専
攻
科
】

・
１
年
制　
　

人
１５

・
保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
、

養
護
教
諭
２
種
免
許
状
他

■
自
己
推
薦
入
試

【
看
護
学
科
】

○
出
願
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

２９

３１

○
試
験
日　
　

月
７
日
�

１１

【
地
域
福
祉
学
科
】

○
出
願
期
間

■参加料

　一般 ３， ０００円 　小中学生 １， ０００円

■申込方法

　９月２８日�までに専用の申込用紙（郵便払込取扱

票）に必要事項を記入し、郵便局から申し込んで

いただきます。くわしくはお問い合わせください。

■問い合わせ先

　〒７１９-３６１１ 新見市神郷下神代３９３６

　新見市神郷支局内　新見市体育協会神郷支部

　（��６１１２）

■受付　神郷温泉ゲートピア（８：００～９：００）

■種目

【ハーフ】高校生以上男子・女子

【１０㎞】 高校生以上男子・女子、４０歳以上男子

【５㎞】 中学生男子、中学生以上女子、高校生以上

男子、４０歳以上男子

【３㎞】小学校１～３年生男女、小学校４～６年生

男子・女子、中学生以上５９歳以下女子、３０

歳以上５９歳以下男子、６０歳以上男女

　※全コース日本陸連公認

参加者大募集
  新 見市 し ん ご う湖 畔
マ ラ ソ ン大会

１１月４日(日)
新見市神郷温泉で開催

紅葉のダム湖畔を走ってみませんか？紅葉のダム湖畔を走ってみませんか？
現在、参加者を募集しています。現在、参加者を募集しています。

第　

回
２２
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●夏休みこどもお楽しみ会 パートⅡ
　８月２５日�　１０：００～１１：１０
　　読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、手遊び、紙芝居、

やさしい工作など
●こども映画会
　８月２５日�　１１：１０～１１：５０　アニメ「あしながおじさん」
　９月８日�　１５：００～１５：４０　アニメ「オズの魔法使い」
●こどもお楽しみ会
　９月８日�　１４：００～１５：００
　　読書ボランティアによる絵本の読み聞かせ、手遊び、紙芝居、

やさしい工作など
●ブックスタート
　９月４日�　１３：３０～１５：００
　　対象：乳児（平成１８年１１月出生児）と保護者
　　会場：新見市保健福祉センター（金谷）
　　ブックスタートのメッセージを直接乳児と保護者に伝えなが

ら、絵本などが入ったブックスタートパックをお渡しします。
●大衆文学講座（後期） 「奥の細道」
　９月６日�　１３：００～１５：００　第４回「白河の関」
　９月１３日�　１３：００～１５：００　第５回「 信  夫 の里」

しの ぶ

　９月２０日�　１３：００～１５：００　第６回「平泉」
　　講師：元岡山大学教育学部委託講師 石本 彰 氏
■休館日　６日・１３日・２０日・２４日・２７日
※火曜日～土曜日は１８：００まで開館しています。ただし、日曜・祝

日は１７時までです。

●古本リサイクル
　８月３日�～５日�
●夏休み映画会
　８月８日�　１３：３０～
　　「パイレーツ・オブ・カリビアン　デッドマンズ・チェスト」
　８月２２日�　１３：３０～　「佐賀のがばいばあちゃん」
●１日図書館員
　８月２５日�　１３：００～１６：００
　　対象：小学校４年生～６年生
●おはなし会
　８月２５日�　１４：００～　絵本の読み聞かせ
■休館日　なし
※哲西図書館利用者のための乳幼児一時預かりは、第１・第３火曜
日の１０：００～１２：００です。

■休館日　毎週月曜日　※ただし、１３日は閉館します。

■休館日　毎週木曜日・３１日

 新見図書館 ��２８２６

 哲西図書館 ��２１１０

風広場おおさ図書コーナー ��２３０４

やまびこ広場神郷図書コーナー ��６１１０

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１０

２２

２４

○
試
験
日　
　

月
１
日
�

１１

■
推
薦
入
試

【
看
護
学
科
・
幼
児
教
育
学
科
・

地
域
福
祉
学
科
】

○
出
願
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

月
９
日
�

１０

２９

１１

○
試
験
日　
　

月　

日
�

１１

２２

■
特
別
選
抜
入
試

【
看
護
学
科
・
地
域
福
祉
学
科
】

○
出
願
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

月
９
日
�

１０

２２

１１

○
試
験
日　
　

月　

日
�

１１

２２

■
一
般
入
試

【
看
護
学
科
・
幼
児
教
育
学
科
・

地
域
福
祉
学
科
】

○
出
願
期
間

　

平
成　

年
１
月　

日
�
〜
２
月

２０

１５

１
日
�

○
試
験
日

　

平
成　

年
２
月
７
日
�

２０

■
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
試

【
看
護
学
科
・
幼
児
教
育
学
科
】

○
出
願
期
間

　

平
成　

年
３
月
３
日
�
〜　

日

２０

１０

�
■
地
域
看
護
学
専
攻
科

【
特
別
選
抜
】

○
出
願
期
限　

８
月
２
日
�

○
試
験
日　

８
月
８
日
�

【
一
般
入
試
】

○
出
願
期
間

　
　

月　

日
�
〜　

日
�

１２

１９

２６

○
試
験
日

　

平
成　

年
１
月　

日
�

２０

１０

■
そ
の
他

・
出
願
期
間
最
終
日
の
前
日
ま
で

の
消
印
（
月
曜
日
の
場
合
は
土

曜
日
）
の
あ
る
速
達
便
に
限
り
、

締
切
を
過
ぎ
て
も
受
け
付
け
ま

す
。

・
入
試
要
項
を
郵
送
で
請
求
す
る

場
合
は
、
２
９
０
円
の
郵
便
切

手
と
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
た
紙（
８
�
×
５
�
）

を
同
封
し
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
８
５ 
新
見
市

西
方
１
２
６
３
�
２

　

新
見
公
立
短
期
大
学
入
試
係

　

（
�
�
０
６
３
４
・
電
子
メ
ー

ルny
ushi@

niim
i-c.a
c.jp・

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp：

//w
w
w
.niim
i

-c.a
c.jp/

）

新見・大佐・神郷・哲西・哲多の各図書館で本などを借りてスタン
プを集めよう！３つで記念品、５つで特別賞をプレゼント！

スタン プラリー ９月２日�まで開催　対象：小学生以下
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
卓
球
に 

親
し
む
会
を
開
催

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
新
見
設

立
準
備
委
員
会
で
は
、
８
月
か
ら

「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
卓
球
に
親
し

む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

専
門
的
な
指
導
や
練
習
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み

た
い
」「
体
を
動
か
し
た
い
」「
専

門
的
な
サ
ー
ク
ル
は
敷
居
が
高

い
」「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
づ

く
り
を
し
た
い
」
と
お
考
え
の
人

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月
５
日
�
、　

日
�

１９

　
　

時
〜　

時

１９

２１

■
場
所　

美
郷
中
学
校
体
育
館

■
参
加
費　

１
回 
２
０
０
円

※
参
加
費
は
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

保
険
料
、
会
場
費
、
消
耗
品
等
の

費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
準
備
す
る
も
の

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

※
ラ
ケ
ッ
ト
等
は
事
務
局
で
準
備

し
ま
す
が
、
お
持
ち
の
人
は
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公

園
管
理
事
務
所
内

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
新
見
設

立
準
備
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
０
２
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６

１
０
３
）

臓
器
移
植
へ
ご
理
解
と 

ご
協
力
を

　

全
国
に
は
臓
器
移
植
希
望
者

（
眼
球
を
除
く
）が
約
１
万
２
千
５

百
人
い
ま
す
が
、
昨
年
度
に
移
植

で
き
た
人
は
、
約
２
２
０
人
と
極

め
て
少
な
い
状
態
で
す
。

　

平
成
９
年
に
「
臓
器
移
植
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
臓
器

移
植
の
た
め
に
提
供
で
き
る
臓
器

は
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、
腎
臓
、

膵
臓
、
小
腸
、
眼
球
と
な
り
ま
し

た
。
腎
臓
、
膵
臓
、
眼
球
は
、
心

臓
停
止
後
に
摘
出
し
て
も
移
植
が

可
能
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
臓
器

は
脳
死
下
で
摘
出
し
た
も
の
で
な

け
れ
ば
移
植
で
き
ま
せ
ん
。

　

脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
に
は
、

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
書

面
に
表
示
さ
れ
た
本
人
の
生
前
の

意
思
表
示
と
家
族
の
承
諾
の
両
方

が
必
要
で
す
。
心
臓
停
止
後
の
腎

臓
と
眼
球
の
提
供
は
、
本
人
の
意

思
表
示
が
な
く
て
も
、
家
族
の
承

諾
が
あ
れ
ば
行
え
ま
す
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
に

I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N

自
分
の
意
思
を
記
入
し
、
常
時
携

帯
し
ま
し
ょ
う
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０
�
０
９
２
３ 
岡
山
市

大
元
駅
前
３
�　
５７

　

�
岡
山
県
臓
器
バ
ン
ク

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
０
１

８
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
�
２
２

３
�
１
２
２
３
）

倉
敷
公
証
役
場
が
移
転

　

９
月
１
日
か
ら
倉
敷
公
証
役
場

が
倉
敷
商
工
会
館
内
に
移
転
し
ま

す
。

　

公
証
人
が
行
う
事
務
は
、
相
続

時
に
関
係
す
る
公
正
証
書
遺
言
や

離
婚
に
伴
う
子
の
養
育
料
等
の
支

払
契
約
証
書
の
作
成
、
会
社
設
立

時
の
定
款
認
証
等
で
す
。

　

な
お
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
予
約
制
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は

あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
日
時
等
を

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
移
転
日　

９
月
１
日
�

※
業
務
開
始
は
９
月
３
日
�

■
移
転
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
０
�
０
８
２
４ 
倉
敷
市

白
楽
町
２
４
９
番
地
５
（
倉
敷

商
工
会
館
４
階
）

　

（
�
０
８
６
�
４
２
２
�
４
０

５
７
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
６
�
４
２

２
�
４
０
６
９
）

虫
送
り 
祈  
祷 

き 

と
う

　

７
月　

日
、
哲
西
町
上
神
代
の
市
岡
阿
弥
陀
堂
で
「
虫
送
り

２１

祈
祷
」
が
行
わ
れ
、
地
域
の
住
民
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

こ
の
祈
祷
は
「
土
用
念
仏
の
大
数
珠
回
し
」
と
も
呼
ば
れ
て
お

り
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
２
月
２
日
に
市
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

１０

さ
れ
ま
し
た
。

　

導
師
が
読
経
を
行
い
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
「
な
ん
ま
い
だ

ー
ぶ
つ
」
と
念
仏
を
唱
和
し
な
が
ら
、
桐
で
で
き
た
１
０
８
個

の
玉
が
連
な
る
大
数
珠
を
時
計
回
り
に
ゆ
っ
く
り
と
回
し
、
阿

弥
陀
如
来
に
害
虫
駆
除

や
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈

願
し
ま
し
た
。
ま
た
、

疾
病
退
散
に
も
ご
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

大
数
珠
を
体
の
悪
い
部

分
に
当
て
て
病
気
な
ど

の
回
復
を
祈
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

行
事
の
最
後
に
は
、

参
加
し
た
地
区
民
に
祈

祷
札
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

先
を
割
っ
た
青
竹
に
こ

の
札
を
挟
み
、
川
下
に

向
け
て
田
に
立
て
る
と
、

虫
を
追
い
払
う
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

市市市市市市市市市市
内内内内内内内内内内
のののののののののの

市
内
の

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り

文
化
財

文 
化 
財

    
め
ぐ
り

め 
ぐ 
り ●
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●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００水8/1
木2
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷）  １０：００～１５：００金3
●第32回新見ふるさとまつり（雨天の場合は５日）
　新見駅前通り　１８：１５～土4
●障害者福祉啓発映画「筆子その愛－天使のピアノ－」上映
会　まなび広場にいみ１０：３０～・１４：００～日5
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳  ９：３０～１２：００月6
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００火7
●特設人権・行政相談　哲多総合センター  ９：００～１２：００水8

木9
●交通事故相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００金10
●「開運�なんでも鑑定団」公開録画
　まなび広場にいみ　１３：００～土11

日12
●おおさの夏祭り　風広場おおさ
　映画まつり １４：３０～１８：３０　盆踊り １９：３０～２２：００　月13

火14
水15
木16
金17
●「M-１グランプリ ツアースペシャル’ ０７ in 新見」
　まなび広場にいみ　１回目 １３：３０～　２回目 １６：３０～
●２００７夏祭りin哲西　きらめき広場・哲西  １８：００～

土18

日19
月20
火21
●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●法律相談（要予約）
　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
●特設人権相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００

水22

木23
●特設人権・行政相談　おおさ総合センター  １０：００～１２：００金24

土25
日26
月27
火28
●地域子育て支援講座
　保健福祉センター（金谷）  ９：３０～１２：００水29

木30
金31
土9/1
日2
●９月定例市議会開会（２８日閉会）
　新見市役所議場 １０：００～月3

火4
●心配ごと相談　哲多総合センター、新砥公民館、夢ひろば
萬歳  ９：３０～１２：００ 

●心配ごと相談　新見市総合福祉センター  １０：００～１５：００
水5

木6
●心配ごと相談　きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
●特設人権・行政相談　きらめき広場・哲西  ９：００～１２：００
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター（金谷）  １０：００～１５：００

金7

新見市西方３６１番地

（��７８５１）
月88 ・・ 99

 「 猪  風  来 美術館」
い ふう らい

新見市法曽６０９番地

（��２４４４）

新見美術館

法曽陶芸館
開館時間�９：００～１７：００
休 館 日�月曜日

●常設展示観覧料
　一般…２００円（１５０円）　高校生…１００円（７０円）
　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、中学生以下は入館無料になります。

　猪風来氏は２００２年にスペイ

ンを旅し、建築家アントニオ・

ガウディーに触発されて縄文造

形の新境地を開拓しました。そ

して、カタルーニャ地方ベイタ

イ村の陶芸家ジャウマ氏の工房

でスペイン陶芸のルストレス虹

彩技法を修得し、多数の作品群

を創作して「熱烈にBelltall美術

展」を開催。その美術展が好評

を博し名誉ベイタイ賞が授与さ

れました。

　この企画展では、猪風来氏の虹

色に輝く縄文の作品群とスペイン

で描いた墨彩画を展示します。

●観覧料　一　般…５００円（４５０円）　中高生…２５０円（２００円）
　　　　　小学生…１５０円（１００円）　（　）内は１５人以上の団体料金

※ただし、市内の小中学生は「こころふれあいパスポート」の提
示で入館無料になります。

開館時間�９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）
休 館 日�月曜日 ※ただし、８/１３�は開館します。

９
／　

（
月
）ま
で
開
催

２４

  
夏
季
特
別
展 
〜
郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
〜

   　
 
福  
江  
茂  
榮 
き
り
絵
展

ふ
く 

え 

し
げ 

よ
し

　

「
郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
」
の
第
１
回
目
と
し
て
、
郷
土
き
り
絵
作
家
・
福

江
茂
榮
氏
（
１
９
２
９
〜
）
の
き
り
絵
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
福
江
氏
は

新
見
市
に
生
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
郷
土
を
テ
ー
マ
に
し
た
き
り
絵
を
制
作
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
作
品
は
葉
書
や
切
手

を
は
じ
め
、「
備
中
国
新
見
庄
ま
つ
り
」

や
「
御
神
幸
武
器
行
列
」
の
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
原
画
と
し
て
、
ま
た
映
像
や
陶

壁
、
本
の
挿
絵
な
ど
に
使
わ
れ
る
な
ど
、

郷
土
新
見
や
岡
山
を
全
国
に
知
ら
し
め

ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、「
大
名
行
列
」「
備
中
神

楽
」「
た
ま
が
き
」「
新
見
の
風
景
」
な

ど
、
新
見
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
た
き
り

絵
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

９／５(水)まで開催

猪風来
《赤いモンセラット・ヴィーナス》
２００２年 スペインにて作陶

猪風来の虹彩に輝く縄文造形展
－スペイン・ルストレス技法シリーズ企画－

行 事 予 定

福江茂榮《 四  睡 》
し すい

グランドホテルみよしや蔵



古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。
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おお
たた

んん
じじょょ
ううびび

おお
めめでで
ととうう！！

★９月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、企画課企画広報係（蕁煢6114）にご一報ください。（締切は８月16日）

●７月７日・８日
の両日、岡山県備
北青年の家で「親
子でチャレンジ
１・クワガタキャ
ンプで夏満喫!!」
が開催され、 38家
族97人が参加しま
した。初日にはク
ワガタムシ捕獲用
のワナを周辺の山
林に設置し、翌早朝にワナを仕掛けた場所
などで採集を行いました。最後に全家族に
カブトムシのつがいが配られ、ムシが捕れ
なかった子どもたちも大喜びでした。

今月の表紙

●昨今、大雨や地震などの災害のニュースが各
地で聞かれ、そのたびに自然の力は計り知れな
く、人間の作り上げたものはとても小さなものだ
と実感します。私たちの周りでも、いつ何時災害
が起きても不思議ではありません。日頃からしっ
かりと備えをしておきましょう。
　最近の雨は短時間で大量に降ったり、何日も
降り続いたりとその形態はさまざまです。これに
は地球温暖化が深く関係しているという説もあ
り、私たちは、ごみの分別やマイバッグ運動など、
身近に出来るところから環境を守る取り組みを
進めていく必要があるとあらためて感じました。

真真
まま

壁壁
かべかべ

侑侑
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希希
きき

ちゃんちゃん

（金谷／８・29生）（金谷／８・29生）

植
うえ

田
だ

　響
ひびき

ちゃん

（上市／８・23生）

樋
ひ

口
ぐち

清
さや

佳
か

ちゃん

（新見／８・12生）

藤
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澤
さわ

玲
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と

ちゃん

（大佐小阪部／８・８生）

安安
ああ

部部
べべ

侑侑
ゆうゆう

花花
かか

ちゃんちゃん

（哲西町矢田／８・29生）（哲西町矢田／８・29生）

赤
あか

場
ば

悠
ゆう

平
へい

ちゃん

（高尾／８・23生）

鶴
つる

藤
ふじ

咲
さき

奈
な

ちゃん

（高尾／８・11生）

岡
おか

崎
ざき

茜
あかね

ちゃん

（哲西町八鳥／８・８生）

定定
さださだ

岡岡
おかおか

良良
りょうりょう

磨磨
まま

ちゃんちゃん

（哲多町本郷／８・28生）（哲多町本郷／８・28生）

藤
ふじ

澤
さわ

未
み

侑
ゆ

ちゃん

（唐松／８・22生）

大
おお

西
にし

梨
り

央
お

ちゃん

（哲多町花木／８・10生）

長
なが

岡
おか

翔
しょう

天
ま

ちゃん

（高尾／８・２生）

杉杉
すぎすぎ

歩歩
あゆあゆ

香香
かか

ちゃんちゃん

（唐松／８・27生）（唐松／８・27生）

宮
みや

﨑
ざき

帆
は

夏
な

ちゃん

（新見／８・21生）

土土
つちつち

江江
ええ

陸陸
りくりく

翔翔
とと

ちゃんちゃん

（下熊谷／８・26生）（下熊谷／８・26生）

川川
かわかわ

井井
いい

空空
くく

羽羽
うう

ちゃんちゃん

（新見／８・19生）（新見／８・19生）

三
み

舩
ふね

梨
り

里
り

ちゃん

（正田／８・９生）

金
かね

田
だ

奈
な

々
な

ちゃん

（哲西町上神代／８・９生）

今
月
、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね

今
月
、
満
１
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
大
き
く
な
っ
て
ね
！！

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
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